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将来見通しに係わる記述についての注意事項

本説明資料における表示方法

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、公表時点で入手可能な情報に基づく将来

の予測であり、潜在的なリスクや不確定要素を含んだものです。

そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された見通しと大きく異なる結果となり得ることを

ご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる要素としては、日本および海外の経済情勢、市場に

おけるエプソンの新商品・新サービスの開発・提供とそれらに対する需要の動向、価格競争を含む他社

との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。

なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

数値： 表示単位未満を切り捨て

比率： 千円単位で計算後、表示単位の一桁下位を四捨五入
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開示セグメントの変更について

ものづくり基盤の再構築・強化を迅速に実行することを狙いとして、

「電子デバイス事業セグメント」と「精密機器事業セグメント」を統合し、

「デバイス精密機器事業セグメント」とする

「中･小型液晶ディスプレイ」のオペレーション終結を受け、2011年度以降発生する

損益については「その他」に集約

2011年度予想の説明において、

前年度を比較対象とする場合は、2010年度のセグメント損益もあわせて補正

【2011年度から】

■開示セグメントの変更内容
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1) 2011年度 第1四半期決算

2) 2011年度 業績予想2) 2011年度 業績予想
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売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

四半期純利益四半期純利益

換算換算
レートレート

USDUSD

EUREUR

1.7%

1.1%

-1.5%

-71

-88

-111

-66.2%

-78.7%

2,392

107

112

79

92.01円

116.99円

- -214 -9.0%

36

23

81.74円

117.40円

2,177

20112011年度年度

%%1Q1Q実績実績

4.5%

4.7%

3.3%

-

税引前利益税引前利益 0.2% -101107 54.5% -95.3%

-

増減

増減額 増減率

2010年度

1Q実績 %（億円）

△32

決算ハイライト （第1四半期決算）

39.76円 △16.13円EPSEPS
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■２０１1年度 第１四半期の実績

売上高は、前年同期比 ９．０％ 減収の ２，１７７億円,。

営業利益が ７１億円 減益の ３６億円、

経常利益が ８８億円 減益の ２３億円、

四半期純利益が １１１億円 減益の３２億円の損失。

当第１四半期において、東日本大震災による影響として、売上高で約７９億円、営業利益

で約３３億円 のマイナス影響があり、特別損失には１７億円を計上。

前年同期比での円高によるマイナス影響は売上高で約９６億円、営業利益で約１９億円。

当第１四半期は利益水準が低く、国内・海外での利益のアンバランスにより税引後利益

がマイナスとなったが、前回予想でお示しした上期営業利益７０億円に対する進捗として

は概ね順調に推移していると認識。情報関連機器はややスローなスタートとなったが、デ

バイス精密機器を含め、震災からの回復は順調。
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（億円）
2,1772,1772,4002,400

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

消去

前年同期比 -9

前年同期比 -102

前年同期比 -124

2,3922,392 2,6802,680 2,2632,263

四半期売上高推移 事業セグメント別

前年同期比 -214

連結合計

（＊補正） （＊補正）（＊補正）（＊補正）
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■事業セグメント別の 四半期 売上高推移

情報関連機器 は、前年同期比 １２４億円の 減収、

デバイス精密機器 は、 前年同期比 １０２億円の 減収。

ソニーモバイル向けに 「中・小型液晶ディスプレイ」の後工程を受託生産していた、中

国の当社連結子会社「蘇州エプソン」は、２０１１年７月１日付けでソニーグループへ

の譲渡が完了。

重要な経営課題であった「中・小型液晶ディスプレイ事業」の構造改革は完了、第１四

半期までその他セグメントに含まれていた同事業の売上高は、第２四半期以降なくな

る。
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（億円） 1,7011,701 1,5771,577

プリンター

映像機器

セグメント内消去

前年同期比 -8

前年同期比 -18

前年同期比 -97

• PRJ:中国・アジアは好調、

欧米向け数量減、円高影響

売上高比率
’10/1Q ’11/1Q

IJP 67% 65%
PP 12% 12%
BS 19% 21%
SCN他 2% 2%

売上高比率
’10/1Q ’11/1Q

PRJ 91% 93%
他 9% 7% • IJP:本体/消耗品 数量減

• PP:本体/消耗品 数量減、

• BS:SIDMが中国向け堅調、
POS関連製品は米国向け数

量増、円高影響

※ IJP : Inkjet printer
PP : Page printer
BS : Business systems
POS : Point of sales
SCN : Scanner
PRJ : Projector 

四半期売上高比較 情報関連機器セグメント

PC、その他

6

■情報関連機器事業セグメントの 第１四半期 売上高

プリンター事業は、前年同期比 ９７億円の 減収。

インクジェットプリンターは、本体ならびに消耗品の数量減により減収。

本体の地域別市場環境は、震災による影響が懸念された日本市場も徐々に回復をしてき

ており、米州市場、欧州市場とともに ほぼ前年並みの水準。

そうした中、当社は日本市場において継続的なプロモーション活動を推進し、ほぼ前年並

みの数量を確保。一方、海外市場においては震災の影響により一部 部品調達の支障に

よる生産への制約が生じていることから、プロモーション活動を抑制したことに加え、競合

他社の本体価格の値下げの影響もあり、米州、欧州、アジアでは数量減。消耗品は、本体

の販売数量減の影響により数量減。

ページプリンターは、震災影響による製品の供給不足や、欧州における入札案件の第２四

半期以降への期ズレにより、本体と消耗品の数量が下回ったことなどで減収。

ビジネスシステムは、円高の影響を受けたものの、ＰＯＳ関連製品が米国向けで数量増と

なったことや、ＳＩＤＭが 中国向けを中心に堅調だったことにより増収。

映像機器は、プロジェクターが欧米の教育市場向けが減少したものの、中国・アジア向け

は全般的に堅調だったことから、ほぼ前年並みの数量となったが、為替の影響により、前

年同期比１８億円の減収。
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（億円） 610610 507507

セグメント内消去/他

デバイス

精密機器

前年同期比 +3

前年同期比 -108

売上高比率
’10/1Q ’11/1Q

水晶 49% 53%
半導体 34% 31%
HTPS 17% 16%

• 水晶 ：ASP低下、数量減少

• 半導体：シリコンファンドリー、
コントローラーの数量減少

• HTPS ：外部向け数量減

※ HTPS : High-temperature polysilicon TFT

四半期売上高比較 デバイス精密機器セグメント
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■デバイス精密機器事業セグメントの前年同期比較

震災により、エプソングループにおいても東北エリアにある４ヶ所の生産拠点が被災し、

デバイスを中心に生産への直接的な影響を受けた。現在もエプソントヨコム福島事業所

は閉鎖中であるものの、他のデバイスの生産拠点については生産を再開。

水晶デバイスは、ＡＳＰの低下ならびに震災の影響による需要の減少により減収。

半導体は、停電による生産の一時停止の影響で、シリコンファンドリーの数量が減少し

たことに加え、コントローラーの数量減により減収。

プロジェクター向けのＨＴＰＳは、外部顧客向けが数量減となったことにより減収。
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人件費

販売促進費

広告宣伝費

その他

前年同期比 -10

前年同期比 +1

前年同期比 +2

前年同期比 -3

600600

四半期販売費及び一般管理費推移
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■販売費及び一般管理費の四半期推移

費用の効率的な執行に努めたこと などにより、ほぼ前年並み。
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情報関連機器

デバイス精密機器

その他

前年同期比 +10

前年同期比 -30

前年同期比 -54

四半期営業利益推移 事業セグメント別
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（＊補正） （＊補正） （＊補正）（＊補正）

全社費用-119 -112 -114 -115-118

■事業セグメント別の 四半期営業利益推移

情報関連機器は、前年同期比 ５４億円減益の １３３億円。

インクジェットプリンターは、消耗品の数量が減少したことなどにより減益。

ビジネスシステムは、増収により増益。

プロジェクターと ページプリンターは、減収により減益。

デバイス精密機器は、前年同期比 ３０億円減益の ２１億円。

水晶デバイスならびに半導体は、減収となったことに加え、生産ラインの稼働率低下により

減益。プロジェクター向けの ＨＴＰＳは、減収により減益。
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0

2010/1Q
営業利益

価格
変動

販管費
増加

（億円）

コスト
変動

数量
変動

為替
影響

その他

2011/1Q
営業利益

71億円減益

107

-19

+20

-50
36

-18 -2

営業利益増減要因分析

-2
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■営業利益の前年同期比の要因分解

２０１０年度 第１四半期の営業利益１０７億円 に対し、価格変動による 増

益要因があったが、数量変動、為替変動、コスト変動の減益要因により、当四

半期営業利益は ３６億円。
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■貸借対照表の主要科目

総資産は、設備投資の精査、厳選による有形固定資産の減少に対し、

たな卸資産の増加による流動資産の増加で２０億円増加。
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貸借対照表主要項目推移

*有利子負債：ﾘｰｽ負債を含む
*自己資本：純資産合計-少数株主持分12

■貸借対照表の主要科目

有利子負債は、６月の社債発行にともない前期末に比べて ２８２億円増加、

総資産の有利子負債依存度は ３７．５％。

ネット有利子負債は、７６６億円。

自己資本は、 第１四半期業績と為替換算の影響などにより ７７億円減少し、

自己資本比率は ３２．７％。
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1) 2011年度 第1四半期決算

2) 2011年度 業績予想
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■２０１１年度の業績予想
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20112011年度年度

売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

9,736

327

311
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%%

3.4%

3.2%

1.1%

-

税引前利益税引前利益 153 1.6%

増減額 / 増減率2010年度

実績 %（億円）

EPSEPS 51.25
円

4.4%

4.1%

-
-

- -
-
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400

9,700

3.1%300 -
-

-
-

85.09
円

9,700

430

400

170

4.4%

4.1%

1.8%

-

300 3.1%

85.09
円

+102
+31.5%

+88
+28.3%

-36
-0.4%

+146
+95.0%

+67
+66.0%

前期
実績比

前回
予想比

換算換算
レートレート

85.72
円

113.12
円

80.00
円

112.00
円

80.00
円

115.00
円

170 1.8%

USDUSD

EUREUR

前回予想 % 今回予想今回予想

-
-
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2011年度業績予想 前期同期比

2011年度 第2四半期以降の

予想前提レート

USD： 80.00円

EUR： 110.00円

■２０１１年度の業績予想

第１四半期の実績 ならびに各セグメントの今後の見通しを踏まえ、第２四半期以降の

為替前提を、ＵＳドルは引き続き８０円、ユーロについては１１０円に変更し、

セグメント別の半期ならびに年間の損益を見直した上で、全社の半期ならびに通期予

想は前回予想を据え置き。

通期業績への震災影響としては、前回４月２８日の予想と比較すると、上期を中心に

情報関連機器ではマイナス影響が増加するものの、デバイス精密機器では減少を見

込んでおり、全社合計では概ね前回予想と同水準の売上高で約３２０億円、営業利益

で約１３０億円のマイナス影響を見込む。

震災の影響や、為替の変動、欧州を中心とする景気動向が不安定なことなど、下期に

向け、不透明な要素が点在しているが、長期ビジョン「ＳＥ１５」達成のための成長軌道

の確立に向け、引き続き今期目標の達成に取り組む。

なお、今期の配当予想については、４月２８日の前回決算発表時点では業績見通しに

おける震災の影響が不透明であることを考慮して未定としたが、今回実施した最新の

業績予想において２０１１年度の業績が、前年に比べ増益の見通しであることが改め

て確認できたことから、１株あたり年間６円の増配となる中間１３円、期末１３円の年間

２６円を予定。
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2011年度業績予想（売上高） 事業セグメント別

（＊補正）

■事業セグメント別の売上高の予想、ならびに上期/下期別の内訳

情報関連機器、デバイス精密機器ともに上期 / 下期の予想を修正。
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事業別売上高予想 情報関連機器セグメント

■情報関連機器事業セグメントの事業部門別売上高の内訳

映像機器事業は、プロジェクター市場が、足元では中国・アジア市場を中心に堅調に

推移、ワールドワイドでは引き続き１０%程度の数量成長を見込む。第２四半期以降、

競争力を高め、お客様のご要望にあった製品ラインナップを強化することで、市場成

長を上まわる、２０％以上の数量成長を目指す。
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事業別売上高予想 プリンター事業

■プリンター事業の製品別売上高予想

インクジェットプリンターは、震災影響による生産面の制約により、第１四半期は販

売面においての出遅れから、今回 販売数量の前提を見直す。

前回予想では、２０１０年度の販売実績１，５３０万台に対して２％程度の数量増を

計画していたが、今回予想では２０１０年度に比べて２％程度の数量減少を想定。

一方で、従来の想定どおり、８月後半には部品調達における制約がなくなり、フル

生産の状態に戻ることから、年末の商戦期に向け競争力を高めた新製品を予定

どおり投入し、ラインナップを充実させてグローバルに積極的な販売活動を行う。

ページプリンターは、小型・低消費電力など、特徴のある新製品の投入により、

拡販への取り組みを強化。

ビジネスシステムは、引き続き 中国、アジア諸国で堅調に推移する徴税需要を確

実に取り込むとともに、POS用プリンターのラインナップ拡充により、着実な収益成

長を目指す。
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事業別売上高予想 デバイス精密機器セグメント

（＊補正）

■デバイス精密機器セグメントの事業部門別売上高の内訳

精密機器は、前回予想並み。
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事業別売上高予想 デバイス事業

サプライチェーンの混乱
から徐々に回復

デジタル家電、携帯電話
向けなどを中心に
需要の取り込み

顧客需要の回復に遅れ、
需要の早期取り込み

完成品・水晶事業との
連携

52%
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（＊補正）

49% 51%

34% 30%

17%
19%

52%

29%

19%

54%

27%

19%

■デバイス事業の製品別売上高予想

水晶デバイスは、第１四半期は取引先の生産数量減少の影響もあり弱含みだった

が、第２四半期以降は徐々に回復する見込み。今後も増加が期待されるデジタル

家電や 携帯機器向けを中心に需要を取り込む。

一方、半導体は、下期において震災影響によるシリコンファンドリーなどの顧客需要

の回復に 遅れが見込まれる。引き続き、少しでも多くの需要の取り込みを行い、震

災影響からの早期回復を目指す。同時に、中期経営計画の基本方針にのっとり、

社内の完成品・水晶事業との連携の強化を進める。

HTPSについては、引き続き、社内向けのプロジェクターの需要に応える。
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2011年度業績予想（営業利益） 事業セグメント別

（＊補正）

■事業セグメント別の営業利益の予想、ならびに上期/下期別の内訳

情報関連機器は、上期は第１四半期の出遅れもあり下方修正、

下期は売上高の上方修正にともない営業利益も上方修正。

当初計画どおり、インクジェットプリンターにおいて合理化設計を実現した新しい

プラットフォームの投入によるコストダウン効果を見込む。

デバイス精密機器は固定費削減に加え、水晶デバイスにおいて第１四半期は価

格低下の抑制があったこと、半導体において震災前に製造した在庫で顧客の需

要に対応できたことにより、上期は前回予想を上方修正。

下期は、水晶デバイスにおいて顧客需要が回復するものの価格低下が見込ま

れること、半導体において顧客需要の戻りが想定より遅れていることから、前回

予想を下回る見通し。
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240300217178情報関連機器

FY2011予想FY2010実績＜セグメント別内訳＞

■設備投資と減価償却費

前回予想から変更なし。
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■キャッシュフローの予想

前回予想から変更なし。
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■以上の業績予想に基づく、主な経営指標

ＲＯＳは ４．４ ％、 （営業利益率）

ＲＯＡは ５．０ ％

ＲＯＥは ６．４ ％
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